









平成 3年度に実施された三歳児 健康 診査の
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比較すると、 「あせった J r不安だっ
た J と感じた群の自立箪が有窓に低か
った(図 7 ) 
(%) 
6o 40 20 
. 排民自立培




『 ? ? ?
* P <:0. OS 掠 P<:O.OI -t-P<0.005 
区割 5 &!J'司決幸之Fてコ匁1)αコ拶同l住自主主羽園E
(%) 














諒ミ P<之O.01 →-P<ごO.005 














































慮すべき点である.母親の養育態度が微妙に影響し ていることも推 察でき 、 母娘が
小児の排澄自立過程を安定した気持で受け止め対応していけるような指 導が必要で
ある.また、紙おむつ苦手の自立率が低かったが、これはすでに報告されているよう
に交換頼度など使用上の問題と考える.
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